
《2017 年分》 

○学会発表○ 

 1. 塩入俊樹．社交不安症に対する薬物療法の効果，第 58 回 日本心身医学会総会シンポジウム；札幌：6/16． 
 2. 塩入俊樹．パニック症はどこまで薬物療法で治せるのか ― その限界と多角的治療の現状，そして可能性 ― ，第 113 回 日本精神神経学会

 学術総会シンポジウム；名古屋：6/22． 

 3. 恒川幸司，鈴木康之，村上啓雄，清水雅仁，塩入俊樹．医学生の臨床実習選択と臨床研修の進路との関連性 ― シームレスな IR の取り組み，

 第 49 回 医学教育学会大会；札幌：8/19． 

 4. 塩入俊樹．対人恐怖・社交不安症状からの診立て ― 気分障害と対人恐怖・社交不安症状 ― ，第 37 回 日本精神科診断学会総会シンポジウ

 ム；大阪：10/20． 

 5. 塩入俊樹．DSM-5 の不安症群について ― 概念のスリム化とその先を見据えた試み ― ，第 2 回 医療心理懇話会集会教育講演；東京：10/25． 

 6. 塩入俊樹．不安を伴ううつ病の診断と治療のコツ ― 抑うつと不安の関係性から ― ，第 30 回 日本総合病院精神医学会総会ランチョンセ

 ミナー；富山：11/27． 

 7. 熊澤雄一，深尾 琢．ステロイド精神病の経過中にせん妄を発症した 1 例，第 175 回 東海精神神経学会；名古屋：2/26． 

 8. 深尾 琢．境界例化したパーソナリティ障害の治療における家族側の病識の意義，第 113 回 精神神経学会；名古屋：6/22． 

 9. 山本円香，木股 望，野瀬早織，中島美千世，深尾 琢．急性に精神運動興奮，幻覚妄想体験，意識変容及び気分の浮動性を呈して治療に難

 渋し，mECT を導入して寛解に至った一症例ついて，第 58 回 児童青年精神医学会：奈良：10/11． 

10. 中島美千世，木股 望，野瀬早織，山本円香，深尾 琢．自閉症スペクトラム症を有する在日ブラジル人児童 2 名の診断，治療経過と社会支

 援についての考察，第 58 回 児童青年精神医学会；奈良：10/13． 

11. 西尾彰泰，丸谷俊之，堀田 亮，山本眞由美．発展途上国における患者背景と精神病未治療期間の関係:カンボジア農村部に注目して，第 32

 回 日本国際保健医療学会学術大会；東京：11/25． 

12. 西尾彰泰，堀田 亮，舩越高樹，川上ちひろ，加納亜紀，磯村有希，山本眞由美．多部局間共同プログラム｢いこまいセミナー｣の実践報告

 その 2，第 55 回 全国大学保健管理研究集会；沖縄：11/29． 

13. 堀田 亮，西尾彰泰，船越高樹，磯村有希，宮地幸雄，加納亜紀，山本眞由美．大学入学時のストレス対処能力とストレス対処行動や精神的

 健康との関連についての検討，第 55 回 全国大学保健管理研究集会；沖縄：11/29． 

14. 磯村有希，西尾彰泰，堀田 亮，高田麻紀，高井郁恵，邦 千富，野邑真子，堀田容子，後藤真紀，加納亜紀，宮地幸雄，山本眞由美，岐阜

 県栄養士会．大学生の食生活とストレス対処能力の関係について，第 55 回 全国大学保健管理研究集会；沖縄：11/29． 

15. Nishio A．Global overview of Inclusive Education，The 6th Annual course on school health and nutrition programmes in Asia；

 Bangkok.：2/14．  

16. Nishio A．Systematic review report from Tobacco team，Consultation Meeting on School-based Noncommunicable Diseases Prevention 

 Intervention；Tokyo.：3/9． 

17. Yamamoto M，Isomura Y，Horita R，Sado T，Watanabe T，Uehara R，Nishio A．Prevalence of Lifestyle-Related Diseases among 

 Homeless Men in Nagoya, Japan and the Relationship between Disease Prevalence and Lifestyle Factors. ENDO 2017；Orland：4/2． 

18. Nishio A．Development of the Japanese Version of the Counseling Center Assessment of Psychological Symptoms:A Pilot Study，

 American College Health Association 2017；Austin：6/2． 

19. Nishio A．Support for Hikikomori (social withdrawal) or School Refusal Students in University, Japan，American College Health 

 Association 2017；Austin：6/2． 

20. Sado T，Nishio A，Horita R，Yamamoto M．A Study of the Grunwald’s Space Symbolism through “Legetest”，XXIIth International 

 Congress of Society of Rorschach and Projective Methods；Paris：7/19． 

21. 西尾彰泰，堀田 亮，渡邊貴博，植原亮介，水谷聖子，山本眞由美．名古屋市におけるホームレスの生活習慣病関連検査値の実態と,それに

 影響を与える要因に関する検討，第 58 回 日本社会医学会総会；北海道：8/20． 

22. Marutani T，Sotheara C，Nishio A，Nosaki A，Fuse-Nagase Y．Quality of Life and Living Conditions among Schizophrenia Patients and 

 Family Caregivers in Cambodia ? An Interim Report，WPA WORLD CONGRESS OF PSYCHIATRY；Berlin：10/12． 

23. Nishio A，Horita R，Watanabe T，Uhehara R，Mizutani S，Yamamoto M．Relationship between lifestyle-related laboratory data and 

 background factors among homeless people, Nagoya，One Health:One Global Environment Conference；Montego bay：10/25． 

24. 高橋隆夫．思春期に一過性に統合失調症の症状を呈した症例の長期経過について，第 40 回 日本精神病理学会大会；仙台：10/20． 

25. 岡 琢哉，森野百合子．思春期に発し要した回避制限性食物摂取症と診断した 1 例，第 16 回 東京児童青年臨床精神医学会；東京：4/22． 

26. 岡 琢哉，萩野和雄．学童期女児における強迫性障害の入院治療症例，第 113 回 日本精神神経学会；名古屋：6/23． 

27. 佐々木洋平，野田昇太，城月健太郎．青年期の死生観と自尊感情および体験の回避の関係性，第 16 回 日本トラウマティックストレス学会；

 東京：6/10． 

28. 木村健太，井澤修平，山田クリス孝介，城月健太郎．唾液中コルチゾール値は逆転学習における意思決定と関連する，日本感情心理学会第

 25 回大会；京都：6/24． 

29. 野田昇太，大川 翔，城月健太郎．マインドフルネス特性と注意制御機能,回避行動,他者評価に対する恐れが社交不安に及ぼす影響，第

 17 回 日本認知療法・認知行動療法学会；東京：7/21． 

30. 大川 翔，野田昇太，城月健太郎．マインドフルネス特性と抑うつおよび社交不安とその維持要因の関係性，第 17 回 日本認知療法・認知行

 動療法学会；東京：7/21･22． 

31. 城月健太郎，上原早姫，足立昇平，中尾睦宏．不安とストレスに対するインターネット認知行動療法の効果，第 30 回 健康心理学会；東京：

 9/2． 

32. 押山千秋，清水栄司，倉田由美子，浦尾悠子，城月健太郎，佐々木和義．うつ・不安予防のための心と脳の健康づくりの試み ― 環境人間科

 学,脳科学,認知行動科学の観点から ― ，第 30 回 健康心理学会；東京：9/2． 

33. 高井昭裕．多次元精神医学の展開，第 3 回 多機能型精神科診療所研究会；仙台：5/28． 

34. 加藤秀明．当院における精神科医療 ― 病床削減の必然 ― ，第 6 回 日本精神科医学会学術大会シンポジウム；広島：10/12． 

35. 白河裕志，加藤秀明．若年前頭葉てんかんに見られたてんかん性健忘，第 51 回 日本てんかん学会学術集会；京都：11/5． 

36. 白河裕志，加藤秀明．一過性てんかん性健忘に見られた地誌的失見当識，第 51 回 日本てんかん学会学術集会；京都：11/5． 

37. 白河裕志，加藤秀明．キンモクセイの香りで誘発された複雑部分発作，第 51 回 日本てんかん学会学術集会；京都：11/5． 

 


